
込んで、世界の一部で海洋科学を発展させるために何が
できるかを話し合う、一種の地域的なプラットフォーム
を作りたいと考えています。また、今後、アジアでの優
れた実践例を世界のコミュニティと共有することも考え
ています。

トムソン
その言葉を聞けて良かったです。「国連海洋科学の 10
年」はパートナーシップを目的としていると思います。
いま、地域間のパートナーシップについて、とても良い
説明を聞きました。私たちの観察結果を共有し、すべて
をデータバンクに蓄積して、皆がアクセスできるように
することです。

竹田
――　素晴らしいですね。ご存知のように、日本は
2025年に大阪で万博を開催します。トムソン大使から
は、笹川平和財団が2021年 10月に開催した「海の万
博セミナー」のために、ビデオメッセージを頂きました
が、2025年の万博に向けた期待をお聞かせください。

トムソン
2025 年の万博はとても良い機会になりますね。私だけ
でなく、海洋関係者が一番期待しているのは、持続可能
なブルーエコノミーが万博で展開することだと思います。
ブルーエコノミーは SDG14 には明記されていませんが、
基本的には海の資源を保全し、持続的に利用するための
ブルーエコノミーに行き着くので
す。2025 年の大阪では、これが
強いテーマになることを期待して
います。なぜかといえば、今回の
パンデミックの時のように、私た
ちは新薬を海に頼るようになるで
しょう。また、私たちは新しい食
品を食べるようになり、その食品
は海からもたらされるでしょう。
地球上の生物の生息空間の 90％
は海の中にあるので、これは論理
的なことです。しかし、それは現
在私たちが食べている食物ではあ
りません。私たちの祖父母は、私
たちとはまったく違うものを食べ
ていましたよね。私たちの孫たち

も、私たちとはまったく違うものを食べるでしょう。彼
らは持続可能な食事をするでしょう。大きな魚は食べず、
海草や藻類を多く食べるかもしれません。まだ実際には
発明されていませんが、私が「海の豆腐」と呼んでいる
食べ物は、植物プランクトンをベースにしたもので、こ
れは「海の農業」になると思っています。未来の世代の
ための栄養価の高い良い食べ物なのです。大阪ではこの
ような革新的なアイデアを期待しています。そしてもち
ろん、海運のグリーン化、潮流、洋上風力などの海洋エ
ネルギー分野も、大阪では大きく取り上げられると思い
ます。

竹田
――　ありがとうございました。角南理事長には、万博
の主要テーマとして海を主流化し、持続可能な海のため
の社会的協力、科学、イノベーションを実証する方法に
ついて伺いたいと思います。大阪万博に向けてどのよう
な準備をしたらよいか、ご意見をお聞かせください。

角南
――　大阪万博が本当に目指すべきものを強調してくれ
てありがとうございます。まさに大阪万博が取り上げる
べきアイデアであり、未来の持続可能な食、栄養、そし
てこの地球規模の課題、気候変動の課題、食糧危機を解
決するためにイノベーションをもたらすという全体的な
アイデアなのです。私たちは、日本政府や大阪府など、
さまざまなレベルの組織のリーダーとコミュニケーショ

2025年の大阪・関西万博の会場
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ンをとり、国際社会が海洋問題で一致団結していること
をアピールしてきました。そして、2025年に万博を開
催するにあたり、海や自然とどのように共存していくか
を主要な課題のひとつとすべきだと考えています。万博
の会場は、海に囲まれた大阪湾の真ん中に位置します。
私たちは、この海に面した万博のために、これらすべて
を提示したいと思います。トムソン大使が強調したメッ
セージは、その場所に物理的にも適していると思うので
す。また、大阪の人たちも同じ考えだと思います。海の
万博に向けて、大阪の人たちと協力していきたいと思い
ます。

竹田
――　インタビューも終盤に差し掛かってきました。最
後に、『海洋白書』の読者に向けて、メッセージをお
願いできないでしょうか。また、今回の『海洋白書
2022』のテーマである「これからの 10年」の重要性
について、ひとことお願いします。

トムソン
COP26 の会場で、『海洋白書 2021（英語版）』を頂き
有難うございました。「国連海洋科学の 10 年」や「ブ
ルー・リカバリー」「漁業改革」「海洋安全保障」など、
すべての問題を網羅した「白書」を読みました。このよ
うな高い水準の内容を維持していただきたいと思います。
大阪万博に向けて、また、「大阪ブルーオーシャンビジョ
ン」の実現に向けて、日本の海洋イニシアチブをさらに
推進していただきたいと思います。
2019 年に大阪で開催された G20
で合意されたメッセージは、とても
重要だと思います。しかし、大阪ブ
ルーオーシャンビジョンがプラス
チック汚染から海を解放するために
非常に重要なものであることを、常
に訴えていかないと、頭の隅に追い
やられてしまいます。ですから、ぜ
ひともそのことを訴え続けていただ
きたいと思います。
「これからの 10年」については、「健
全な海なくして健全な地球なし」と
いう私の信条をご存知でしょう。そ
して、海の健康状態は明らかに悪化
しています。では、現在から 2030

年までの 10年の間に、私たちは何をしなければならな
いのでしょうか？　もっともっと努力しなければなり
ません。（特定の）何人かだけがこの問題の解決を任さ
れているわけではありません。全員が問題の一部であり、
全員が解決策に参加しなければならないのです。私たち
は、もちろん希望を持つべきです。人類が石器時代から
宇宙時代まで生きてこられたのは、驚異的なイノベー
ションの力があったからです。私たちは自分たちが作り
出した問題や、角南理事長が話されたように、自然に押
し付けた戦争から抜け出すために努力し、考えることが
できます。平和的な解決策を見出だすために、ホモ・サ
ピエンスが持っているこの驚くべきイノベーションの力
を使うのです。お時間をいただき、ありがとうございま
した。角南理事長、また近いうちにお会いできることを
楽しみにしています。 

角南 
――　私もお会いするのを楽しみにしています。本日は、
どうもありがとうございました。

竹田
――　トムソン大使、角南理事長、海洋政策に関するご
意見やお知恵をお話しいただき、ありがとうございまし
た。今後の取組みを楽しみにしていますし、できれば次
回、直接お会いしたいと思います。改めて、ありがとう
ございました。 

健全な海なくして健全な地球なし
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第１部
海洋をめぐる取組み


